
令和４年度令和４年度

民生費
53.3％公債費

8.4％

衛生費
11.1％

教育費
7.8％

総務費
8.9％

土木費
6.7％

消防費
1.9％

その他
1.9％

歳出
1,2341,234 億億5,9215,921万円万円

国庫支出金
29.5％

地方交付税
12.2％

府支出金
7.9％

市債
5.6％

地方消費税交付金
5.1％

使用料及び手数料
1.2％

その他
6.2％

市税
32.3％

　        歳入
1,2371,237 億億 8,0078,007 万円万円

10月

25日

10日

13日

27日

～

19日

9月
本会議
予算決算常任委員会　全体会

予算決算常任委員会　分科会

予算決算常任委員会　全体会

本会議

決算関連議案が本会議で上程され、予算決算常任
委員会に付託する。その後、全体会で令和４年度
の決算関連議案 12 件を４つの分科会に送付する
ことが決定する。

12、13 ページで
    Pick up !!
Pick up !!

討論と採決を行う。

予算決算常任委員長から決算関連議案につい
ての審査結果報告の後、討論と採決を行う。

＜ 決算審査スケジュール ＞

市の決算は多岐にわたるため、４つの分科会（総務・
建設産業・文教・健康福祉環境）に分かれ、それぞ
れ担当の分科会で専門的に審査する。

９月定例会では、令和４年度の決算審査を行いました。
予算が適正で効率的に使われていたかなどをチェックし、
市民の皆様の税金の使われ方を市議会で最後までしっかり確認します。

決算審査とは？

普通会計における市債の令和４年度末残高
は、前年度より 28 億 5,741 万 2 千円（3.0％）
減の 921 億 7,169 万 9 千円で、人口 1 人当
たりでは前年度より 8,575 円（2.4％）減の
35 万 1,803 円となった。

市債（地方債）
…主に道路や学校等の公共施設を整備する際の
財源として、国や民間金融機関から借り入れす
る。長い期間使えるものを、建てた時の世代だ
けでなく将来の世代も公平に負担する。

①市税 ……………………………………400 億 1,549 万円
　（個人・法人市民税、固定資産税などの市に納めていただいた税金）

②国庫支出金 ……………………………365 億 5,675 万円
　（市が行う特定の事業に対して、国が負担・補助したお金）

③地方交付税 ……………………………150 億 4,222 万円
　（市民の皆さんが国に納めた税金から、市の財政状況に応じて国から交付されるお金）

④府支出金 ………………………………97 億 6,127 万円
　（市が行う特定の事業に対して、府が負担・補助したお金）

⑤市債 ……………………………………69 億 4,263 万円
　（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

⑥地方消費税交付金 ……………………62 億 8,199 万円
　（市民の皆さんが納めた消費税の一部）

⑦使用料及び手数料 ……………………14 億 6,096 万円
　（市の施設を利用したときや、証明書を発行した際に支払っていただいたお金）

⑧その他 …………………………………77 億 1,871 万円
　（寄附金、諸収入、繰越金など）

①民生費 …………………………………658 億 1,652 万円
　（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉などの社会保障にかかる経費）

②衛生費 …………………………………137 億 14 万円
　（予防接種や健診などの保健事業、ごみやし尿の収集処理、保健所の運営などにかかる経費）

③総務費 …………………………………109 億 5,687 万円
　（庁舎管理、市税の賦課徴収、戸籍の管理、選挙などにかかる経費）

④公債費 …………………………………103 億 4,015 万円
　（借金の返済金）

⑤教育費 …………………………………96 億 5,787 万円
　（学校教育や社会教育などにかかる経費）

⑥土木費 …………………………………82 億 9,086 万円
　（道路、公園などの整備や、維持管理などにかかる経費）

⑦消防費 …………………………………23 億 6,370 万円
　（消防や救急などにかかる経費）

⑧その他 …………………………………23 億 3,307 万円
　（産業費、議会費など）

　　　歳　入   （千円） 　　　歳　出   （千円）

28,819,775 28,596,575
20,580 20,580

27,719,979 27,460,892
7,611,904 7,561,750
1,036,795 1,036,795

94,027 11,282

　　　収　入   （千円） 　　　支　出   （千円）

収益的収支 16,559,379 15,542,331
資本的収支 1,036,219 2,178,394
収益的収支 5,930,894 5,482,456
資本的収支 1,176,730 2,902,967
収益的収支 9,901,055 9,171,337
資本的収支 2,682,607 7,228,075

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

国民健康保険事業特別会計
財産区特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
土地取得事業特別会計
母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計

病院事業会計 

水道事業会計

公共下水道事業会計

残高の推移市 債

（億円）

975.6 972.1 
956.2 950.3 

921.7 

800 

850 

900 

950 

1000 

認
定

全
て

し
ま
し
た

一
般
会
計
・
そ
の
他
の
会
計

委員会委員会でで詳詳しくしく審査!!審査!!
八尾市八尾市ののお金お金のの使使われわれ方方決 算 審 査決 算 審 査
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令
和
4
年
度
決
算
に
お
け
る
が
ん
ば

れ
八
尾
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、

7
億
9
5
9
1
万
7
千
円
増
加
（
対

前
年
度
比
で
82
・
６
％
増
）
の

17
億
5
9
4
4
万
２
千
円
の
歳
入
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
制
度
変
更
の
可

能
性
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
に
頼
る

と
確
実
な
財
政
運
営
が
見
込
め
な
い
と

考
え
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
以
外
の
歳

入
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
あ
く
ま
で
も
臨
時

的
な
歳
入
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
、
経
常
的
に

入
っ
て
く
る
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
課
税
客
体
の
捕

捉
な
ど
も
含
め
高
い
税
収
率
を
維
持
し
、

地
道
な
財
源
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

QA 今
後
の
歳
入
確
保
の

今
後
の
歳
入
確
保
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
小
学
校
給
食
の
無
償
化
で
実
績
値

5
億
7
0
6
8
万
9
7
6
0
円
の
内

5
億
5
0
9
3
万
円
が
臨
時
交
付
金

と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
家
庭
へ
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
決
算
を

踏
ま
え
、
臨
時
交
付
金
が
無
く
な
っ
て

も
事
業
は
継
続
し
て
い
け
る
の
か
。

　
限
り
あ
る
財
源
を
し
っ
か
り
と
精
査

し
、
給
食
の
無
償
化
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
行
財
政
改
革
を
進
め
、
新
し
い
行

政
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
財
源
を

確
保
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

QA 小
学
校
給
食
の

小
学
校
給
食
の

　
　
　
無
償
化
に
つ
い
て

　
　
　
無
償
化
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

の
受
診
率
が
33
・
02
％
と
目
標
値
に
は

達
し
て
い
な
い
が
、
受
診
率
向
上
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た

の
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
る
外
出
控
え
が
影
響
し
た
が
、

特
定
健
診
は
命
を
守
る
う
え
で
必
要
な

も
の
で
あ
る
と
啓
発
し
、
各
地
域
の
団

体
に
も
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
直
近

で
は
従
来
の
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
に
加
え
、
市
内
主
要

駅
で
の
放
送
な
ど
の
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

QA
特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い
て

特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い
て

※特定健診とは
　糖尿病、高血圧症、脂質異常症
などの生活習慣病の予防を図るこ
とを目的とした、メタボリックシ
ンドロームに着目した健康診査。

　
認
知
症
施
策
に
お
い
て
、
オ
レ
ン
ジ

パ
ー
ト
ナ
ー
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
う
が
、
令
和
４
年
度
の
登
録
者
数
34

名
と
い
う
実
績
は
ど
う
考
え
る
か
。
ま

た
、
今
後
増
や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト

ナ
ー
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
修
了
し
、
登

録
す
る
こ
と
で
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
れ
る
た
め
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
へ
の
声
か
け
を
行
っ
て

い
く
。

QA オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
養
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
養
成
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
の
純
利
益
に
つ
い
て
、

約
10
億
１
１
０
５
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
要
因
は
。

　
主
な
要
因
と
し
て
は
、
入
院
収
益
の

増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
職
員
定
数
の
引
き
上
げ
に
よ
り
看
護

体
制
が
充
実
し
、
診
療
単
価
が
増
加
し

た
こ
と
、
②
急
性
期
充
実
体
制
加
算
に

よ
り
診
療
単
価
が
増
加
し
た
こ
と
、
③

R
S
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
伴
う
入
院

患
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

と
考
え
る
。

純
利
益
黒
字
決
算
に
つ
い
て

純
利
益
黒
字
決
算
に
つ
い
て

　
水
道
工
事
の
施
工
不
良
を
予
防
す
る

た
め
、
現
場
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
工
事
管
理

を
行
う
技
術
職
員
の
確
保
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
事
前
に
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
品

質
管
理
、
工
程
管
理
、
安
全
管
理
に
係

る
施
工
計
画
書
を
、
水
道
技
術
管
理
者

を
含
め
て
確
認
し
て
お
り
、
施
工
中
に

お
い
て
も
同
様
の
管
理
項
目
に
係
る
中

間
検
査
等
を
行
っ
て
い
る
。
技
術
職
員

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
水
道
局

と
の
技
術
協
力
に
関
す
る
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
多
様
な
技
術
研
修
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
技
術
承
継
を
図
っ
て
い
る
。

Q 水
道
工
事
の

水
道
工
事
の施工

管
理
に
つ
い
て

施
工
管
理
に
つ
い
て

　
下
水
道
使
用
料
の
料
金
体
系
を
令
和

７
年
度
ま
で
は
維
持
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
営
努
力
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

　
処
理
区
域
内
の
水
洗
化
率
を
上
げ
る

な
ど
、
収
益
の
確
保
を
図
る
と
同
時
に
、

下
水
道
施
設
の
中
長
期
的
な
維
持
管
理

と
修
繕
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、

必
要
な
事
業
を
最
小
の
人
員
、
最
小
の

費
用
で
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
事

業
の
実
施
手
法
も
含
め
、
様
々
な
研
究

を
し
な
が
ら
効
率
的
・
効
果
的
に
経
営

し
て
い
く
。

QA 収
益
の
確
保
と

収
益
の
確
保
と

経
費
の
効
率
化
に
つ
い
て

経
費
の
効
率
化
に
つ
い
て

※八尾市公共下水道ストック
マネジメント計画とは

　下水道施設全体を対象に、優先 
順位を設定し、中長期的な維持管
理と修繕・改築を計画的かつ効率
的に管理する計画のこと。下水道
施設の安心安全の確保、安定した
サービスレベルの確保、ライフサ
イクルコストの低減等を目標とし 、
持続可能な下水道施設管理の最適
化を目的としている。

※急性期充実体制加算とは
　地域において急性期・高度急性
期医療を集中的・効率的に提供す
る体制を確保する観点から、手術
等の高度かつ専門的な医療に係る
実績及び高度急性期医療を実施す
る体制を評価したもの。

※水道技術管理者とは
　水道法において水道事業者（上
水道・簡易水道）、水道用水供給
事業者、専用水道設置者が必ず設
置しなければならないと定められ
ている技術面での責任者のこと。
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国
民
健
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保
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業

介
護
保
険
事
業

企　

業　

会　

計

企　

業　

会　

計

病
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事
業

病
院
事
業
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業　

会　

計

企　

業　

会　

計

水
道
事
業

水
道
事
業

企　

業　

会　

計

企　

業　

会　

計

公
共
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

※オレンジパートナーとは
　認知症サポーターの方で、より
認知症の人や家族の支援について
学びを深める「オレンジパート
ナー養成研修」を受講した方。認
知症カフェの手伝いやオレンジパ
トロール、オレンジ清掃活動など
を行う。

Pick up
 !!

Pick up
 !!

一般会計、特別会計、公営企業会計について、予算決算常任委員会の４つの分科会で令和４
年度の市の決算を詳しく審査しました。
予算の使い方が適正であったか、効果や効率はどうだったかなどを審査する中、議員からど
のような質疑があったのか、その内容について紹介します。

決 算 審 査 を見てみよう！

A Q

取り組み実績
八尾市立小学校及び義務教育学校
（前期課程）の学校給食費を年間
を通じて無償化した。
・対象児童：約12,610人
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